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10月 18日（水）～20日（金）の 3日間、「総合的な学習の時間」の授業の一環でインターンシップの取組みを行いました。スーパーマ
ーケットや保育所、各施設など 25ヶ所というたくさんの関係者の方々にはご協力賜りましたこと、まことに感謝申し上げます。 

2学年 20名の生徒たちはクラスメイトに頼ることができないそれぞれの環境で、今まで学んできたことを十分に発揮した様子でした。こ
れからの課題と共にクラスで報告し合う姿は目には見えない大きな「何か」を手にしたことを饒舌に伝えてくれました。 
高校生活も折り返しの地点です。毎日の学習を積み重ね、ひとつひとつの行事を経験し、本当の強さを手にして欲しいと願っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 １１月１日（水）、深川警察署から講師の   １１月６日（月）、２学年を対象に救急              １１月７日（火）、 
方をお招きし、防犯についての講話と実    救命講習会が行われました。心肺蘇生法             本校体育館にて体育 
技講習が行われました。           やＡＥＤの使用法などの正しい救急法の             祭が行われました。 
                      知識と技術を学びました。                   学年対抗で７種目の 
                                                     競技を実施、結果は 
                                            ３年生の優勝！ 
                                            圧倒的な力を見せつ 
                                            けました。 
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－妹背牛町特産品を販売― 

 北海道内の職業高校が日頃の学習成果を発表する北海道産

業教育フェア「さんフェア２００６」が、１０月２８日（土）・

２９日（日）の２日間、札幌市の札幌コンベンションセンター

で開催されました。 

 本校より、３学年４名が参加し、２日間にわたり妹背牛町特

産品のＰＲ・販売を行いました。アピールタイムでは、米と大

黒屋菓子舗さんのお菓子をＰＲし（代表生徒：最上美里、和田

麻美）、閉会式では商業部会の代表として本校生徒が感想を述

べました（代表生徒：幸山亜美、平田いつみ）。 

地元企業の皆様のご協力をいただき無事終了することがで

きました。厚くお礼申し上げます。 

 
「職場実習感想文より」  ２年Ａ組 吉田優美 

 私は深川市の北光保育所に実習に行きました。実習の課題は 2つありました。1、明るく楽しく過ごすだけで
はなく、子供が伝えたい事を理解できるように努力する。2、忙しくても常に頭と体を動かす。これら 2点でし
た。１つ目の明るく楽しくは自然と課題達成しましたが、子供が伝えたいことを素早く理解できるようにする、

という課題はどうしたら達成できるかと考えてみました。私の中では 2つの考えがありました。１つは「その辺
にある物を使って話をごまかそうか」と「子供と同じ動作をやろうか」という考えがあり迷っていました。でも、

私は自分の課題を思い出し、色々なことをやってみて、子供と接する為には少しでも目線を低くして（子供に合

わせて）接すると子供の考えに近づけるということがわかり勉強になりました。２つ目の課題は正直、達成でき

たとは言えません。体は常に動かす事ができたけれど、頭を働かせることができたのは子供同士で喧嘩をした時

に「～くんが悪い」とか率直にいうだけでなく、話を聞いて「こうしたら仲良くなれるね」って伝えるときに頭

を使いました。 
 １日目は緊張して職員の方と話せないかなと思ったけど、職員の方も優しかった為、将来の話や学校について

色々話せました。例えば年長組と年少組のお話をしていて１つ大きな違いがあって、その違いとは年長組のよう

にある程度、年齢が高い子と話すと話も続くけど年少組の様に小さい子供だと話しかけても話が通じないため、

物足りないという話をしました。 
 今回の実習で職員の方の優しさと子供たちの笑顔で更に保育士という職業に興味を持つことができました。今

後の学校生活でも、ただ過ごすだけではなく、将来のこともしっかり考えながら過ごしていき、将来は保育士に

憧れるのではなく、他人の憧れの存在になれるような保育士になりたいと思います。 

１２月の行事予定  

 ６日～８日 後期中間考査 
８日～10日 バレーボール新人大会 

18日～22日 授業研究週間(22日:研究授業)
21日    防災点検日 
25日    職員会議・成績会議 
26日     後期全校集会 
27日～    冬季休業 

○ホームページ： http://www.moseushi.hokkaido-c.ed.jp（パソコン用） http://www.moseushi.hokkaido-c.ed.jp/i/index.htm (携帯用)

○メール： moseushi@hokkaido-c.ed.jp 

心の教育推進キャンペーン 


